
資料２－１

小金井市の福祉サービス（生活介護）
の現況について

府中けやきの森学園 小平特別支援学校

小金井特別支援学校 田無特別支援学校

本日皆さんにお伝えしたいこと：

小金井市在住で、「生活介護」を希望する

生徒の通所先がありません。



小金井市在住者の特別支援学校

肢体不自由：都立府中けやきの森学園
都立小平特別支援学校

知的障害 ：都立田無特別支援学校

※小金井特別支援学校(知的障害)は小・中学部

一部、小平特別支援学校(肢体不自由）に通学することも

各校の在籍者数について
府中けやきの森学園・小平特別支援学校 田無特別支援学校 (中学部は小金井特別支援）

市内
在籍者数

進路希望
市内

在籍者数
進路希望

高３ けやき：1名 生活介護：1名 ７（８）名
生活介護：２名（３名）Ｂ型：４名
企業：１名

高２ ４名
生活介護：３名 Ｂ型：１名
企業：０名

高１ 小平：3名
生活介護：2名(医ケア2名)
企業：1名

７名
生活介護：２名 Ｂ型：２名
企業：３名

中３ けやき：2名
Ｂ型：1(0)名
生活介護：1（２）名

７名※
生活介護：４名 Ｂ型：２名
企業：１名

中２ 小平：2名 １２名※
生活介護：９名 Ｂ型：３名
企業：０名

中１ ６名※
生活介護：４名 Ｂ型：２名
企業：０名

※中学部生徒数は、小金井特支の通学生徒数のみ。



小金井市の生活介護事業所の空き状況

事業所名
肢体不自由
受入

医ケア対応 定員 利用者数 次年度の受入れ予定

小金井聖ヨハネ支援センター △ × ２５名 ２７名 不可

ゆめ工房さくら × １５名 １４名 若干名

小金井福祉共同作業所 × １０名 １０名 不可

小金井生活実習所 〇 ✕ ４５名 ４９名 不可

かがわ工房 × ２５名 ２３名 不可

小金井市障害者福祉センター 〇 〇 ３５名 ３８名 難

Ｒ５．４月 田無特別支援調べ

過去３年間の卒業生の状況(生活介護）

府中けやきの森学園(肢体不自由) 田無特別支援学校(知的）

令和２年度卒 生活介護 ３名 市内へ ３名

令和３年度卒 生活介護 ３名
市内へ １名

他市へ ２名

令和４年度卒
生活介護 2名
（併用）

市内と他市へ 2名 生活介護 １名 市内へ１名

令和５年度
卒業見込

生活介護 1名 他市へ 1名？
生活介護 ２名

(３名)
市内へ １名？
他市１名？（２名）



進路指導をする中で

●市内で、生活介護の受け入れ先が全くない

〇他市も、市外の方を受け入れる余裕はない

〇他害、医ケアがなくても車いす利用の場合、
選択肢がほぼない現況

〇進路を「選択」できない状況
（マイナスから更に妥協を迫らざるを得ない）

進路指導をする中で

〇医ケア及び車いす利用の方の受け入れ先につい
て

➡医ケア対応の事業所がほぼない上に、
医ケアの種類によって対応できない事業所も

➡バリアフリー(エレベーター、トイレなど）の
観点から選択肢が減



卒業後の通所先に関しての考察

〇各事業所の守備範囲

➡他害、車いす利用などだと選択肢が減る
➡枠があっても、誰でもＯＫではない

●現在いる利用者さんの活動保障が大前提
現況、各事業所でこれ以上は難しい

卒業後の通所先に関しての考察

〇他市の状況について

・西東京市・小平市・府中市・武蔵野市も生活介護は
かなり厳しい状況（市内の方で手一杯）

他市の利用者を受け入れる余裕はほぼない
特に、中央線より南側のエリアは、送迎不可のところが
ほとんど



卒業後の通所先に関しての考察

〇保護者からの意見

・障がいがあると、進路先は選ぶ権利がないのか
・医ケア対応の事業所の絶対数が少ない
・生まれ育った小金井市内で生活させたい
・他市で受け入れてくれる事業所があるのか
・（小金井市という）社会の中で受けとめて

今後も生活介護のニーズが継続的に存在しますが、

特に小金井市は生活介護の社会資源の絶対数が
足りていません


